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新潟県大府鉱山電気探鉱調査報告
片　　嵜　　邦　　之涛

　　　　　　　　　　R6sum6

Ele面eaipr・spe¢ting・ftkeDaif髄Mine，潤iigata

　　　　　　　　　Prefecture

by

Kuniyuki　Katayose

　　　The　electric＆1prospecting　onぬe　pyrite　deposit　was　carried　at　Daifu　Mine，Niigat我

Prefecture．With　the　results　of　this　prospecting，several　nagative　centers　of　spontan－

eous　polarization　has　been　found　in　the　direction　of　the　elongation　of　the　drift．

　　　One・銃hesecehtersseemsclearlytoindiqatetheexstenceoftheoredeposit，

otllers　are　obscure．　However，the　writer　believes　that　it　is　necesary　to　cεぼry　out　the

trenching　or　boring・to　make　the　plan（）f　future　prospecting．

　　　　　　　　　要　　　約

昭和26年9月18目より20目間，新潟県大府鉱山にお

いて，硫化鉄鉱床に対する電気探鉱を実施した。

　調査の結果，鑓先の延長に2，3の負中心のあるととが

　　　　　　　コわかつた。そのづち1つは鉱床の存在に関蓮あるよ5に

推察される。ほかのものは鉱床によるものか否か不明で

あるが，今後の探鉱の方針を樹てるため動壕探鉱，ある

いは試すいを実施する必要がある1。

1．　緒
円

　新潟県岩船郡大府鉱山において，昭和26年9月18日

より同年10月7日までの20日聞に亘り電気探鉱を行つ

Pた。ごとにその結果を報告する。

　本調査には筆者のほか杉山光佑，西村嘉四郎がそれぞ

れ電気探鉱，地形測量を担当した・

　地質鉱床調査については，本所鉱床部の安齋俊男によ

り本調査に並行して行われた。調査地域に接しで東側に

はすでに，昭和14年本所紺野・室住により実施された

電気探鉱調査がある。今回の調査k対して大府鉱山関係

の諸氏が多大の厚意を示された。記して謝意を表した

いo

　　　　　　2．位置および交通

大府鉱山は新潟県岩船郡大川谷村に位置し，初越本線

栄　元，所　員

府屋駅より東方約1．5kmの地点にある。

　府屋部落の北端を西流する大川沿いの平坦な県道に面

して，鉱山事務所・選鉱所・本坑口があるo従つて鉱石

の蓮搬は非鴬に便利で．あるo

　なお本坑口より道路ぞい約100血東方の上流に，鉱床

露頭および旧坑があるo

3．地形・地質および鉱床

　本鉱山は東方山形県との県境中俣村雷，一股峠（857．3

m）に源を発する小俣川と，南東方中俣村北俣山（905m）

に源を発する中継川との合流した大川によつて開折され

た岩船郡第二の平野に面し，雨乞立（247．3m）大久保山

（162．5m）等の低平な山地に囲まれた丘陵地であを。全

般に表土が厚く覆い，また谷聞はすべて畑または水田で

占められているo

　本鉱山における地質鉱床については前記の安齋俊男の

調査があるが，それによると調査地全体が擬次礫岩より

なり，その一般的な走向一・傾斜はそれぞれN85。W，40。

Nである。

　凝友礫岩中の礫は主として変朽安山岩様の岩石である

が，場所により石英粗面岩あるいは片瞬岩様の岩石の場

合もある。ただしその分布嫡余り明ら冷でない。坑内お

よび旧坑内では凝友礫岩中にレンズ状に，あるいは凝友

礫岩を不整合に覆い，頁岩・凝友岩様の岩石の分布する

のが認められる。鉱床露頭は前述の道路傍の旧坑附近の

ほか山中に散見されるが，いずれも僅かに「焼け」が認
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　　　　　　　　　　　　㊤められるに過ぎないo

鉱床は凝茨礫岩堆積後生じた断暦（N80。E65。N）の破

拠帯を通じて上昇した鉱液が，断暦生成の際生じた裂罐

を充墳レ，あるいは附近の凝友礫岩奪鉱染して生じた硫．

化鉄鉱床である6鉱脈は鉱染した部分をふくめて最大鐘

巾10m程度のものである。

4．電気探鉱

4．1目的

現在稼庁中b鉱脈の鑓先の延長の状態を推定するとと

もに，延長方向における潜在鉱床についての資料をうる

のを目的とした。
　　　　　　　　　9
4．2方法

鉱脈が東西に走る断暦に澹つて存在する可能性が大き

いので，第1図の地形および測線配置図に示す如く，鉱

脈を横断するよ5に南北方向に200mの測線塗，30m聞

隔に11本設置し，各測線上に聞隔5虚ごとに測点を配

置した。さら年必要に応じ，尊の聞に補助の測線を設け

泥。調査面積は約60，000m2である。この全域に対して

自然電位法および2極法による比抵抗法（電極間隔5m，

10m，20m〉を，また附近の道路上および坑内において

も自然電位法を実施した。なお自然電位測定の際の固定
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　　　　第婁図　大府鑛山坑内自然電位曲線図

mV程度のものである。この概略の分布は中央の部の山

塊が一様に低電位地帯をなしており，この東西両側の沢’

が高電位地帯をなしている。さらに詳細に系統だ？た異

常を示せぱ，次のよ5に分けられる（第2図参照）。

　1）b－22を中心とする最大一40mV程度の低電位地区。

2）（G7～8）（G27）を中心とする最大一40mV程度の

低電位地区。

　3）（D－5）を中心とずる一60mV程度の高電位地区

およびE－9，Fr3，の一10mV程度の低電位地区。

　4）AoおよびM8の低電位になる傾向を有する地区。

　5）　J－36附近の一10mV程度の低電位地区。

　4．3．2坑内における自然電位はNo，24を境として1

坑口（0）までは大体一30mV程度の電位降下がみられる

に邉ぎないが，鉱脈（30）の附近においては平均一120

　　　　　　0　　mV程度の降下がみられる。

　　　　　　　　　4．3．3地表における比抵抗分

　　　　　　　　布は全般的な傾向として，地域
　　　　　　！o　　　北倶Uおよび中央部で高度に比例

　　　　　　　　して抵抗値が増大する傾向がみ

　　　　　　　　えるが，南側は無関係のよ5で
　　　　　　20・
　　　　　　　　ある。この5ち特にゴ顕著な’もの．

　　　　　　　　としては別表の通ひである。

　　　　　　　　　第2図大府鑛山臼然電位分布図
電極は鉱山事務所前に設置した。’

4．3測定結果

調査地区における測定の結果を自然電位分布図（第？

図），坑内の自然電位曲線図（第3図），2極法kよる比

抵抗分布図（電極聞隔5m，10m，20m）（第4図），さら　一

に2極法の結果より計算で求めた平均3極法による比抵

折分布図（第5図）として示した。

4。3．1地表における自然電位分布は最大電位差約100

　　　　　3D
　　　　　　　　　鉱　測定結果に対する考察

　　　　　　　　　まず既知鉱床に対する自然電
　　　　　4σ　　位法め適応性を吟味する意味か

　　　　　　　　ら，坑内に郭ける自然電位測定

　〆o餓　雛槻▽　　結果を考察する。

　　　　　　　　　No．24を境として著しぐ電位

降下が見られるが，鉱床は丁度この附近より鉱染し始め

ることから，、凝友礫岩と鉱床との聞に明らかに電位差が

あるととを認め，5る。しかし凝友礫岩の中でも坑外の固

定電極に坤し，平均一30mV程度の電位降下が認めら

れる。

　ちなみに坑の内外におけるpH価測定を行つた結果，

坑外の水田でpH＝5，坑内より排出する水でpH二4．6，

凝茨礫岩地区でpH二4～5，鉱脈附近で2～1．6である。
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第4図　大府鑛山比紙抗分布図（2極減タ

p耳の変化と自然電位の変化との聞には一

応，

　　Es．P二一60×（pHの差）mV

の式で表わされるよ5な傾向が認められ

るo

　次に「b－22」附近の低電位地区につい

ては，この地区が低抵抗地区に相当し，ま

た現在稼行中の鑓押坑道の延長上に位置し

さらに断暦線の影響の如き急激な抵抗値の

減少もみえる（5m電極において）。さらに

（c－26）おいて僅かながら鉱床露頭もある

ので，一応地下浅所に潜在する硫化鉄鉱床

と関蓮ある現象と考えられる。

　F22を中心とする広範囲な高比抵抗地域ら

は，僅かに起伏した山塊をなしていて，そ

の抵抗値は高度に比例して高くなる傾向が

認められ，しかもこの附近一帯は低電位地

区にも相当している。この区域は一応全般

白勺には凝友礫岩と考えられているカ㍉時に

著しい低電位地帯すなわち　G－18および

G－28附近のものは，単に地形による影響

とは考えられないので，この附近の探鉱が

望ましい。　　　　　　　　　　　　　　　　画

　A，B各0附近の高抵抗低電位になる傾

向は，F22を中心とする区域の全般的傾向

と類似しているoかかる傾向はまたLM線

に：おいても認められるo

　C一融附近の電極聞隔5mの場合のみの

高抵抗，あるいはJ35～J38附近にあらわれ

た低電位さらにD－5中心の高電位地区は

現段階では資料不足で掌入つた解釈はでき

ないが，地下の岩石の異常によるものと考

える。

6．　結 論

　6．1

　b－22附近の低電位地区は鉱床に関連の、

あるものと考えられ，鉱床の延長はこの附

近まで蓮続して存在するのではないかと考

えられる。

　6．2

　G－1825～27中心の低電位区域は一応凝

茨礫岩区域と考えられるが，特に著しい低

電位地点（G－18，25～27）においては，既知

の断隆あるいは地暦の走向・傾斜，あるい
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第4号）

　は地形等より考えて，単なる地形的な影響

　とみなされない点もあるので，この附近に

　塾壕探鉱を実施し，その結果にもとづきさ

　らに探鉱を考慮すべきであろう。その他

　の地区，例えぱA，B，0附近，L，M附近，

　さらに本調査地の南側の部分は一応前記の

　結果にもとづき探鉱すべきものと考える。

　　　（昭和26年9～10月調査）

α二／0卿

1　．

40

60

　　80

　　〃0

　　　〆
　　βo
　　　　’6

ZO

～ρ

　　‘σ
2

迄
、
γ
ゑ

10

　5

タ

〃
k

　　　5

20

～〃

　　　～o

レー“

，60

　隔

zo

10一・7～

～
k　　J　　　f 〃　　　　埠　　　　戸　　　　ξ　　　　‘・　　　ご　　　　β

第5図大府鰭山比抵抗分布図（李均3極法）
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電極闘隔、5mの場合

1

2

3

4

5

D－21，E－25を中心の高

撮抗　（100～120kΩ一cm）

E－6を中心の高抵抗

　　　100kΩ一cm）

Gr6G－25～27‘中心の高

抵抗（100～110kΩ一cm）

C－33中心の高抵抗
　．（80kΩ一gm）

A，B－o附近の高抵抗
　　（70kΩcm）

C－23附近の低抵抗
　　（5kΩr¢m）

1－J線の抵抗抗

同　　10　m

Dr5，E－23F23を中心の高

抵抗（100kΩ一cm）

G－18附近の中心高抵抗

（90kΩ一cm）

A，B－o附近の高抵抗
　　（50～70kΩ一cm）

C－23を中心とする低抵抗
　．（0～2kΩ一cm）

1－J線の低抵抗
　　（2～5ゆ一cm）

同．20　m

F－22中心の広範囲の高

拭抗　最大130kΩ一cm

A，B－1附近の低抵抗

S．　P

一般にこの聞綜低

電位

十20mV程度変化
なし

10mV程度低下の
傾向あり

C－23を中心とする低抵、b－22附近はこと
抗　　　　　　　　　　　に低い

1，」，K線の低抵 割合高電位
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